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＜連絡事項＞

· 10/27（木）我満様ケア会議開催予定。場所：青山荘、時間：10：15～11：00まで

· 10/27（木）精神障害者ヘルパー研修あり。デイ・デイナイトケア利用者様とのレクリェーション・交流が予定されている。場所：メンタルケア病棟3階会議室、時間：14：00～15：00まで
誘導の際は、転倒の無いように注意して行うこと。

· 10/28（金）猪股先生が学会へ出席する為、金曜日の問診予定者を、できるだけ木曜日に問診を行って頂くように利用者様へ依頼し、調整を行っていく。

· 本日より、下舘静香が研修と有休の為１週間不在である。

＜外来より＞

· 大下　良悦様～主治医より、「よこまちストアへ出入り禁止になっているのですか？」と聞かれると素直に認められている。主治医よりそういうこと（万引き）はしてはいけない事を説明され、「わかりました。」と答えられている。

· 晴山　美智子様～体重測定施行し82.5㎏である。体重増加の理由として「風邪をひいていて、母親が栄養のあるものをたくさん持ってきて、それを食べ太ってしまった。」とのこと。また、「働きたい。働けば痩せると思うし、青明舎に相談に行きたい。」と話される。主治医より、青明舎へ相談に行く事は構わないが、働けば必ず痩せると言うものではないと説明されている。

· 森田　清助様～風邪の症状がまだ続いているとのことで、風邪薬3日分処方されている。

· 我満　奈津紀様～風邪の為タバコを辞めたと話されている。娘様の学校で10/22（土）にバザーがあり、本日はその代休日であるとのこと。その為が本日デイケア欠席されている。

＜利用者様情報＞

· 秋山　和子様～先週より「おかあさんが病気で動けなくなっている。」「もう死んでしまうかも知れない。」と涙ぐみながらスタッフへ相談に来られている。スタッフよりご家族様へ電話連絡し事実確認を行う。その結果、母様は風邪を引いているがその他は変りないとの事。本人様へそのことを伝えると、納得され安心された表情をされている。

· 大久保　康弘様～先週より、体操や自転車コギをいつもと逆に行う行動が見られている。以前、病状悪化の際にも同じような行動が見られた為、主治医や他機関との連携を密に行い、様子観察していく。

· 大下　良悦様～外来にあるゴミ箱の中に手を入れて、中身をさぐっていることがある。発見した場合は、ゴミ箱の中は汚い事を説明し止めていただく。またデイケアでの様子を把握し、主治医、連携機関への情報提供を行って行く。

· 田名部　浩平様～外来や待合室などで太極拳を行っていることがある。他の患者様・利用者様に威圧的な印象を与えてしまう事を説明していく。

· 其田　淑子様～10/22（土）に、青明舎へ電話し、「デイケアに勤務している○○さんと青明舎の○○さんが付き合えばいいと思って」と話される。以前も同様の話しが聞かれ、スタッフの私生活に過干渉となっている事を説明するが納得されていない。最近、気分の高揚も見られている。本日スタッフ面談を行い、再度本人がスタッフの私生活へ過干渉となっていることを説明していく。

＜デイケア利用者様検討＞

· 村井　節子様～先々週より風邪や腰痛により体調を崩しがちで、定期的な通所が困難となっている。本日は「銀行に行くから休む」と話され、スタッフからの「銀行の後にデイケアに来ては？」という声掛けに対しては「街で用事があるから行けない。」とのこと。前回の採血時のコレステロール値の上昇も見られており、単身生活の為食生活、生活リズムの管理も心配される。デイケアでは今まで塗り絵に取り組まれていたが「細かい作業で疲れる為、調子が良い時でないと出来ない」と話され、最近は取り組まれる事が少ない。
　デイケアでは、本人が新たに集中して取り組めそうなプログラムを面談を通して検討していくことと、レクリェーション等の集団で取り組めるプログラムを提供していく。また、食生活、生活リズムの支援も考え、主治医と連携を取り、訪問看護などの利用についても本人様と検討していく。

· 晴山　美智子様～先週より、風邪症状のため欠席されている。本日外来時の体重82.5㎏で増加傾向にある。また外来担当のソーシャルワーカーへ「デイケアの川口（律）さんが自分に頼りすぎている為デイケアに行くのが負担です。」と話されている。

　　　　　　　　　　川口（律）様は「晴山さんは人付き合いが苦手だから自分がそばにいないと。でもそれが負担になることがある。」と同様の話をされている。
　両者に疲れの訴えがあるがデイケア利用中はお互いに、進んで話し掛け、２人でいる時間が殆んどである。
　今後適度な距離を取るために、グループ分けを行うプログラムでは別グループで取り組んでいただく様にスタッフが介入していく。また晴山様が、川口（律）様以外にも他メンバーと話ができるように、現在取り組んでいる「運動プログラムへ」他メンバーの導入を考えていく。

　　　　　　　　　候補者としては、川口（八）様、古舘様、等が挙げられている。

　　　　　　　　　またソリューションズフォーウェルネスの運動プログラムとも併せて行っていく。

